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温泉だけじゃない
熱海を彩る「花の名所」をめぐる旅
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ちょっとレトロな温泉街というイメージが強い熱海ですが、近年は四季を通して花の彩りを感じられる場所として人気が高まっています。
バラで埋め尽くされるこの季節、熱海へのワンデイトリップを楽しみましょう。








熱海は古くから温泉保養地として有名で、かつては新婚旅行・団体旅行のメッカとしてにぎわっていました。そのせいか、レトロな街というイメージを持っている人も多いと思いますが、今の熱海はおしゃれなホテルや旅館が増え、家族連れや女性グループも多く訪れる海辺のリゾート地。東京から近いこともあって、最近にわかにブームとなっています。

春夏秋冬
色とりどりの花が街を彩る

良質な温泉はもちろんですが、夏の風物詩である海上花火大会、パワースポット、美術館、相模湾で採れた新鮮な魚を使った料理など、熱海は巡りたくなる場所が満載です。
中でも人気なのが、熱海で花を楽しむこと。気候が一年中安定している熱海は四季を通して花を楽しめる場所として注目されています。
早春に咲く「熱海桜」が市内を桃色に染めるのを皮切りに、４月から７月にかけてチューリップやバラ、つつじ、ラベンダー、あじさい、ゆりなどの花が咲き誇ります。
また、１１月から１２月にかけては遅い紅葉を楽しめます。熱海は知る人ぞ知る「花の名所」でもあるのです。
「アカオハーブ＆ローズガーデン」は、熱海の海を見渡せる場所にある花の楽園。東京ドーム１３個分の壮大な広さの中に１２種類のテーマガーデンが点在し、ガーデンをゆっくり散策しながら花を楽しめます。[image: ]
６月にはさまざまな種類のバラで埋め尽くされる。カメラ愛好家にも人気のスポット

特に「熱海ローズフェスティバル」が開催される期間は楽しいイベントが目白押し。
ガーデン内にはハーブ石鹸などを手作りできる体験工房のほか、季節限定スイーツやランチを提供するレストランもあるので、１日中ゆっくり過ごすことができます。
また、日本の都市公園１００選指定公園でもある「姫の沢公園」も四季折々の花がいっぱい！ 山の斜面を利用した広大な敷地に色とりどりの花が分布しています。４月から５月に咲く６万株のつつじは圧巻です。
さらに、本格的なアスレチックやバーベキューを楽しんだり、陶芸センターで器作りや絵付けを体験したり…。まさに世代を超えて楽しめる自然公園です。
体力に自信がある人は、姫の沢公園から約３時間、十国峠までのトレッキングを楽しむと、雄大な富士山を眺めることもできますよ。

日帰り温泉で
心も体もリラックス

たっぷり歩いた後は、熱海の温泉でひと休み。熱海温泉は肌に優しい弱アルカリ性で柔らかな湯当たりが特徴です。市内には日帰り専門の施設や共同浴場がたくさんあるので、予約なしでも気軽に立ち寄れます。
無料の足湯スポットで足元から温まるのもいいですね。
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